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【新規性】 

本研究は、「無縁社会」を変容するために、「つながり」を構築する都市計画に見る「権力」

について考察することを目的としている。「つながり」の構築に関する研究は散見されるが、

「無縁社会」が解決に至らないのは、意図的な「つながり」構築が、却って「無縁社会」へ

と追いやっている構造を明らかにしていないからである。そこで「共同体志向」による「つ

ながり」の構築との対比を通して、構造的矛盾を明らかにした点に新規性があると考える。 

 

【社会的有用性】 

「社会病理」として語られる「無縁社会」や「社会的孤立」を乗り越えるための「つなが

り」構築は必須の課題である。しかし、その実現に向けては、政策的展開のみならず、その

政策を支える思想的枠組みを明瞭にすることが重要である。本研究では、「共同体志向」に

よる「つながり」構築に着眼して得られた知見を活用することによって、真に「つながる」

社会を実現することで「無縁社会」の解決を目指しており、この点に社会的有用性がある。 
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現代日本の都市社会では「地縁」「血縁」に

よる「つながり」が希薄化し、「無縁社会」と

いう言葉で語られている。この問題に対して政

府は、「権力の介入」によって意図的な「つな

がり」を創り出し、「無縁社会」の解決を試み

ている。しかし、「地縁」「血縁」による「つ

ながり」は、「共同体志向」を根底にしている

ため「つながらないこと」を許す一方で、「権

力の介入」による「つながり」は、「つながる

こと」を強要するので、却って「つながり」を

拒絶させている。ここに都市社会における「権

力」の問題がある。 

 これを乗り越えるためには、「都市社会」と

「権力」の関係を正しく理解して、「権力」へ

迎合しないことである。 

 

キーワード：つながり、権力、生活の全体

性、共同体志向、権力の介入 

 

はじめに 

 現代日本は、少子高齢社会の進展、交通網の

発達、産業構造の変化とそれに伴う家族構成の

変容などを背景に、都市社会の分業化を推し進

めた一方で、それまで「地縁」「血縁」を中心

として構築されていた「つながり」を希薄化さ

せ、総じて「無縁社会」という言葉で語られ始

めている。 

 これに対して政府は、都市計画を通して「共

同体」がもつ潜在能力を活用し、「助け合い、

支え合うことができる環境」を整備したり、

「住民による福祉活動と公的サービスの連結に

よる総合サービス」の推進を図ったりすること

で、住民同士の「つながり」を創り出し、「自

立型地域社会の形成」の実現を目指している。 

 これは、「共同体」が都市社会の最小「集合

体」であることに注目し、現在は分業化されて

いる生活の営みを再統合して「生活の全体性」

を取り戻すことで、「無縁社会」を変容するこ

とを目的としている。これらの取り組みは「地

域福祉」という文脈で顕現されることが多い

が、その中心に位置しているのが、市町村社会

福祉協議会である。 

 市町村社会福祉協議会は、社会福祉法第 109

条に規定されている民間組織であり、行政区域

内における社会福祉・地域福祉にかかわる個

人・団体が協働して地域福祉を推進することを

使命としている。言い換えれば、「共同体」の

とりまとめ役であり、公私の中間的組織とし

て、地域住民の生活の全体性を整える役割を担

っている。 

その役割の一翼を担い、「地域住民の生活状

態の把握」を主たる任務として、第一線で活動

しているのが「民生委員」である。にもかかわ

らず、社会福祉協議会が、組織体として活動し

ているため責任と権限に裏付けされた「権力」

を有しているのに対して、民生委員は、民間の

協力機関としての位置づけから、その役割や職

務に対する住民の理解は乏しく、また、その職

責の重要性に対する社会的認識も弱い。しか

し、生活状況の把握に関しては、際限のない職

責を背負わされてしまっている状況にあり、加

えて、人口構造の変化や住民定着率の低下、ま

たは他者に関心を寄せない風潮などによって、

後任不足が問題化している。そのため、特定の

者が継続的に担わざるを得ない構造の中で、結

果として「民生委員（を担う個人）」を権威化

させてしまい、都市社会における「非公式な権

力」に位置付いてしまっている。 

民生委員は、地域住民と変わらない者とし

て、対等な立場にあるからこそ「無縁社会」に

「つながり」を再構築する機関として期待する

ことができるのである。しかし、その実践が共

同体の支配者的存在として「つながり」を強制

しているように思わせてしまうのは、単に職責

の継続を通して「権力」として誤認されている

ばかりではなく、都市社会の「共同性」を保つ

ための個別アプローチに、権力を増長する要素

が内包されているからに他ならない。 

そこで本発表では、「都市の共同性と個別

性」を縦軸に取り、「無縁社会」の立て直しに

垣間見る権力構造を論証しつつ、「都市社会と



権力」の関係について論じる。 

 

生活空間からの離脱 

現在の生活空間は「心地よさ」を一つの指標

として構成されており（松橋 2012；中尾

2012）、たとえば飲食店において「個室」

「お一人様」の席巻に象徴されるように、「プ

ライバシーの確保」という個人主義的環境を構

築することによって実現を目指している。 

「大量の人口が高密度をもって集積した場

所」（藤田 1997:40）としての「都市」で生活

している者にとって、個人主義的環境の構築

は、雑多な人口集積から一定の距離を保つこと

によって、自己の確立を目指す態度の表れと言

えなくもない。現代社会の問題となっている

「引きこもり」は、壁を隔て、自らの空間を作

り出すことによって、都市社会から自己を保と

うとしている、と解釈することも出来よう（田

坂 2011）。複雑化した現代社会において「人

から干渉されない」ということは、「心地よ

さ」を実現するための最低条件であると言える

だろう。他者から身を守る最良の術は、「他者

と関わらないこと」である。 

しかしながら人間が社会的動物であり、集団

を通してしか生活できない以上、必然的に他人

との「つながり」が生じてくる。たとえ都市社

会との関係を断ち切ろうとも、あるいは個人的

に社会から距離をとろうとしようとも、それと

は関係なく都市社会は、集団の秩序を維持する

ためのルールを必要としている。このルールは

時には法律によって、時には風習や道徳によっ

て成立するが、都市が「富や権力などの中心で

あることにもまして、人間が生きる場」（藤田

1999:2）である以上、そのルールは個人の心

情を離れ、「共同体」という理念の下で形成さ

れることを前提としなければならない。 

しかし、「つながり」が薄れた現代日本での

「共同体」は、いわゆる「都市計画」という政

策によって形成され、「ハコモノ」としての集

会所や公民館、あるいは町内会の整備といった

可視化出来るモノによって明示されている。だ

が、本来「共同体」というものは、「地縁」や

「血縁」といった歴史性を有する「つながり」

を基盤として形成するべき抽象的な組織なのだ

から、ハード面の整備が進められようとも、

「共同体」は従来どおりの「つながり」によっ

てしか形成できない。にも関わらず、都市計画

によって「共同体」を形成しようとするのは、

ハードの整備によって、実は為政者の権威性と

権力を周知せしめることが目的となっているか

らではないだろうか。 

つまり、人口移動の激しい現代日本における

都市社会に、その土地に長年住むことによって

発生するという本来的な姿である「つながり」

を期待することは難しいから、結局は「ハコモ

ノ」を拠点とした都市計画によって、共同体を

形成し、支配を強化することに重点を置かざる

を得ないのである、と言えるだろう。 

「都市社会と権力」の関係には、「地縁」や

「血縁」といった「つながり」に基礎をおいた

「共同体志向」と、都市計画を隠れ蓑とした

「権力の介入」の二つの方向がある。前者は自

然発生的「つながり」を重用することで、共同

体を形成する。そこにはかつての日本に見られ

たような、開けっぴろげであっても「見て見ぬ

ふり」という個人主義的環境の構築が可能であ

る。一方後者は、都市計画の名の下に政策によ

って意図的に共同体を構築するため、個人主義

的環境を生活の内外として明確に区別する。 

ここで問うべきなのは、従来型の共同体志向

による「つながり」の構築が崩壊したことによ

って、その再構成を目指した「権力の介入」が

なぜ「内外」を規定するのか、である。 

 

「つながり」と都市計画 

現代日本における都市社会の一つの特徴は、

高度に統制された行政体を通して運営されてい

ることにある。その根拠は、国民が選挙によっ

て付託した行政権力への信頼であり、「権力を

受け入れる」ことを暗黙の前提としている。 

このことは、時代と共に積み重ねられ支配さ

れていた「血縁」や「地縁」による結びつきと

いった不文律から、個人が解放されたことを意

味している。これまで形成してきた土地や人と

のしがらみを捨て、個人の関心に基づいた意図

的な関係構築に集中できるようになったのであ

る。つまり、現代日本は、古き良き風習として

受け入れられていた「共同体志向」に別れを告

げて、「権力の介入」による共同体の形成に委

ねることを選択したのである。言い換えれば、



権力に迎合することで現代的都市社会の誕生を

可能とし、「共同体」とは意図的に構築するも

のとなったのである。要するに、個人の集合体

である共同体が、共同体を構成できなくなった

ときに依存せざるを得ないものが「権力」だっ

たのである、と言えよう。 

一方でどれだけ社会が発達しようとも、「つ

ながり」は、自らの選好にかかわらず生まれた

ときから始まっている。だから「つながり」の

度合いを薄めるには、自らが積極的に「つなが

り」を遮断する以外にない。自ら社会への「つ

ながり」を閉ざすことで、社会からの「つなが

り」を遮蔽する。これが「共同体志向」によっ

て形成された都市社会である場合、「つなが

り」を「見ないこととする」ことで実現するこ

とが可能であった。しかし、「権力の介入」に

よって形成された都市社会では、「つながり」

は、自分の意思とは関係なく「つながり」を投

げかけてくる。その「つながり」から逃れるに

は、「共同体」から離脱するほかない。 

「共同体志向」では「つながりの遮蔽」を何

となく許容していたが、「権力の介入」では

「つながりの遮蔽」を認めず、「つながるこ

と」を絶対的に強要する。ここに意図的に「つ

ながり」を構築する都市計画の弱さがある。 

だから現代的問題である「引きこもり」やそ

の全体像である「無縁社会」は、自分の意志で

決めたのではなく、権力によって生み出された

社会病理の一つなのであると言えよう。 

 

「つながり」を考える 

 「ひきこもり」「無縁社会」の文脈で語られ

る現代日本を、豊かな国であると断言すること

は難しい。ホームレス、若年労働者の非正規雇

用問題など、病巣として現れている社会問題は

少なくない。これらを解決するためには、国民

の心がけといった心情的根性論を超え、社会的

な政策として「権力」による取り組みに期待す

るほかないのは、事実である。 

 しかしだからといって「国民が負託したのだ

から・・・」と権力に対して従順になるのは危

険である。現代の共同体を支えている都市計画

自体は、単なる政策の一端でしかない。それ自

体には価値はなく、それどころか本質的な「つ

ながり」を実現することすら出来ない。しか

し、権力による共同体の形成に委ねておけば、

煩わしい「つながり」から離脱する正当な理由

を手に入れることが出来る。「つながり」が欲

しければ、権力に迎合し、煩わしさから逃避し

たければ、権力を拒絶すれば可能となる。 

つまり、都市計画によって用意された「つな

がり」とは、多種多様な政策となって表面化し

ているが、実際は「つながり」を構築している

と言うよりむしろ、「つながり」を拒絶させる

口実を与えているのである。 

都市社会における「つながり」の構築は、効

果ある政策として表面的には成功を見せている

ように見えるが、擬似的であり本質的ではな

い。この二重性こそが現代日本の都市日本にお

ける「つながり」の現実なのである。 

とは言いつつも、都市計画を通して「権力の

介入」を受け入れているのは、権力への抵抗を

通して、個々人が個人主義的空間を充足させる

のに都合が良いからである、という人間の身勝

手さを忘れてはならない。 
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